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論 文 内 容 の 要 旨 
 




う。その提案に対して、反論や修正を提示する論文が数多く出ている（Slobin 2004, Beavers et al. 2010, 
Matsumoto 2003 など）。たとえば、Beavers et al. (2010) は、Talmy の類型は各々の言語において利用可
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記憶などの認知プロセスに影響されないと論じている。また、Slobin (2004)や Chen & Guo (2009) は、
Talmy (1985) の類型にもう一つの言語タイプを追加する必要があることを指摘した。 
さらに、Talmy (1985) が提案した言語類型は第二言語習得の分野にも適用されている。たとえば、












本論は以上に述べた研究の背景を受けて、以下の 3 点を研究の目的とする。 
i. Talmy (1985) が提案した言語類型化が Beavers, et al (2010) などが述べるように利用可能な言
語資源の違いだけではなく、認知過程に関わるものであることを証明する。 




iii. Talmy (1985) の言語類型が状態変化表現の第二言語習得にどのような影響を及ぼすかを明ら
かにする。 
以上の研究目的は先行研究を参考・比較しながら、実験による証明を試みた。本論文の第 2 章で研





第 2 章 Talmy による認知言語類型化 
Talmy (1985) は二つ以上の出来事を一つの事象(event)として概念化し、一つの表現で表すことを
「事象合成 (event conflation)」と名づけた。そして、事象合成において、主要なイベント(main event)




言語 (verb-framed languages)」と「衛星枠付け言語(satellite-framed languages)」の 2 種類に分類するこ
とができる。そして、Slobin (2004) や Talmy (2000) は、この類型化が認知プロセスに結び付けれるこ
とができると主張している。 
本章では、Talmy (1985) が提案した言語類型化が Beavers et. al (2010) や Imbert (2012) などが述べ
たように、各言語に利用可能な言語資源の違いだけであることに反論するため、Talmy が提案した言




て証明する。第 2 章に関して、以下の仮説を提示した。 
i. 英語母語話者は 2 単語段階で既に衛星枠付けパターンに偏る 
ii. 年齢・学習時間の増加に伴って、衛星化は減少する 











図 1 英語母語話者の衛星化使用割合 
                                                  
3 Talmy (1985) によれば、衛星というのは名詞句と前置詞句以外に姉妹関係で動詞を補足する文法構
造である。但し、Talmy (2009) や Croft et al. (2010), Harr (2012) etc. によれば前置詞は衛星に含まれる。 
4 衛星化は無意味に衛星を経路動詞に加えることと提示する。例えば、英語では exit outや ascend up
を挙げられる。 
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グループ間の有意差は一元配量分散分析で確認し、有意差が見られた (F (2,154) = 3.45, p=0.03) 。
この結果から、学習が進むに連れて、衛星化の使用が少なくなることが明らかになった。このデータ























に相違点が観察されると考える。そして、Slobin (2004) や Chen & Guo (2009) の研究から、中国語母
語話者の枠付けパターンはまた日本語母語話者と英語母語話者と異なることが推測される。さらに、






















らった。その結果、は以下の図 2～図 4 にまとめた。 
図 2 滞在期間で分けた英語学習者の衛星枠付けパターンの使用率 
 
図 3 滞在期間で分けた英語学習者の移動の様態の表し方 
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相違点や共通点があるか観察した。その結果を以下の図 5～図 6 にまとめた。 
図 5 言語理解実験：被験者の動詞枠付け表現に対する評価 
 
図 6 言語理解実験：被験者の衛星枠付け表現に対する評価 
 
言語産出実験は、英語学習者が英語の状態変化表現をどのように使用するかを調べる実験である。
著者が短い動画を作成し、被験者に動画の内容を 1 文で英語で説明してもらった。被験者は(1) 日本








を以下の図 7～図 9 にまとめた。 
図 7 言語産出実験：状態変化表現における学習者の衛星枠付け使用率 
 
図 8 言語産出実験：学習者の衛星枠付け使用率（パターン分け） 
 
図 9 言語産出実験：学習者の衛星枠付け使用率（様態・原因の有無分け） 

































習得において Cadierno (2008) の結果が Inagaki (2002) の結果と若干に異なっていることも説明でき
ると考える。 
第 5 章 結論 
本論文では Talmy (1985) があげた言語類型化が認知プロセスに由来するものと仮定し、第二言語習






とという 3 つのアドバイスを第二言語の教育に提案した。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
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 本研究は、異なるフレームタイプの母語話者が第二言語として英語を学習した場合、類型化の影響
がどのように表出するかを実験的な手法で調査したものである。実験は文の理解と産出の両面から明
らかになるよう綿密な計画に基づいて行われ、実験結果は適切に統計処理された上で分析されている。
その結果、本研究では中国語母語話者と日本語母語話者の間に、英語のフレームタイプの習得におい
て有意な差が見られることが明らかになった。すなわち、事象フレームの類型は第二言語においても
影響を及ぼすことがわかった。 
 本研究の独創的なところとしては次のような点があげられる。従来、第二言語習得との関連におい
てこの仮説を検証した研究は主にヨーロッパ言語を中心に行われていたが、それを日本語、英語、中
国語というまったく系統の異なる言語において検証したのは本研究が初めてである。また、ほとんど
の研究が移動事象に限定して行われているのに対し、本研究は、移動事象と状態変化事象を対比させ、
本来この仮説が対象としていた特定の事象を越えた一般性を検証している。さらに、第二言語習得に
関わる類似の研究では言語理解のみを扱う傾向があるが、本研究は言語理解と同時に言語産出にも目
配りし、より一般性の高い見地から仮説の検証を行おうとした点である。 
 論文審査会では、本研究の特に優れた点として、これまで扱われたことのない日本語と中国語の事
象フレームの比較研究に踏み込んだこと、第二言語習得における理解と産出をバランスよく分析して
いること、移動事象に状態変化事象を加えることで仮説のより一般的な検証を目指したことなどがあ
げられた。以上のことから、審査会は本論文が執筆者の自立した研究能力と深い学識を示すものと認
定し、博士（国際文化）の学位論文として合格と認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
